
2022年1月 外来診察表 ※救急対応や緊急手術をはじめとする諸事情によっては、臨時的に
変更または休診させていただく場合がございますのでご了承ください。 お問い合わせ先　TEL（0897）37-7116（直通） 医事課

受 付 時 間

内

　
　
　
　科

乳腺・内分泌外科

腫 瘍 内 科

科別 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後

循 環 器 内 科

曜日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

午 前 8:30～11:00

※原則として、初診は院内または院外からの紹介となり、再診は完全予約制です。がんセンター

山根弘路 山根弘路 小西　順小西　順
鈴木誠祐

̶ ̶ ̶松原　稔 三好誠吾三好誠吾一 般

̶ ̶ ̶̶ 萩原宏明̶ ̶̶ ̶̶肝 臓

腫 瘍 外 科 中川和彦 中川和彦中川和彦中川和彦
小西祐輔

̶̶ ̶福原哲治 中川和彦
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶

腫瘍放射線科 ̶ ̶ ̶̶ ̶ ̶三谷昌弘
（初診）

加藤　勤
（再診）

̶̶放射線治療   9:00～  1:00

緩 和 ケ ア 科 ̶福原哲治̶̶̶ ̶̶ ̶̶ ̶̶

午前
午後

8:30～11:00
  2:00～  4:00

野田遼太郎
立花亮祐

野田遼太郎
丹　啓紀

丹　啓紀
立花亮祐
（偶数週）

野田遼太郎
立花亮祐

丹　啓紀
野田遼太郎
（奇数週）
立花亮祐
（偶数週）

宮本和久
立花亮祐

立花亮祐
（奇数週）

野田遼太郎

宮本和久
丹　啓紀

宮本和久
立花亮祐

丹　啓紀
（奇数週）
立花亮祐
（偶数週）

野田遼太郎

眼 科

午前
午後

木のみ
月・水・金

8:30～11:00
  2:00～  4:00
  3:00～  4:30

村上隆浩 山本恵理子山本恵理子 山本恵理子 鎌田昌平 鎌田昌平村上隆浩 村上隆浩̶ 山本恵理子

※木曜日は非常勤医師による予約制です。詳しくは木曜日の診察時間内に電話等でお問い合わせください。
婦 人 科

午後   2:00～  5:00 ̶ 井石龍比古 ̶ 細川一枝̶ ̶細川一枝 ̶加藤　勤 井石龍比古放射線診断科

担 当 医担 当 医担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医 担 当 医担 当 医リハビリテーション科 午前
午後

8:30～11:00
  1:30～  4:00

午前
午後

8:30～12:00
  3:00～  5:00

※予約診療については電話等でお問い合わせください。

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

兵頭誠治
加藤祐季
加藤　昌

̶̶歯科口腔外科

井石龍比古̶ ̶ ̶ ̶̶̶̶ ̶放射線ＩＶＲ科 ※紹介により診察時間を調整します。

午前
午後

8:30～11:00
  4:00～  5:00耳 鼻 咽 喉 科 ̶ ̶̶ ̶ 武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志

（予約のみ）
武田靖志武田靖志武田靖志

※水曜日および木曜日は手術のため予約制です。院外からの紹介の方や緊急を要する場合は、電話等でお問い合わせください。

午前 8:30～11:00
午後 2:00～  4:30泌 尿 器 科 ̶̶ ̶

柳垣孝広
篠森健介

（予約）

船木慶佑

柳垣孝広
（予約）

篠森健介
船木慶佑

篠森健介
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広

桑野晴美
柳垣孝広柳垣孝広 ̶

※手術のため受付時間が変更となる場合がございます。あらかじめ電話等でお問い合わせください。

̶̶̶ 吉田　理
（予約）

̶消化器内科
竹井大介
山本瑛哲
（奇数週）

大宮久美子 吉田　理
鈴木誠祐

萩原宏明
松原　稔
野﨑加那子

萩原宏明
鈴木誠祐

三好誠吾
（予約）

西村　淳
（予約）

佐伯和彦
（予約）

山根弘路
（予約）

杉本英司
（予約）

呼吸器内科 三好誠吾 ̶西村　淳佐伯和彦山根弘路 杉本英司

̶ ̶ ̶ ̶小西　順
（予約）

小西　順
（予約）血 液 疾 患 ̶ ̶ ̶ ̶

̶ ̶̶ ̶ ̶初 　 　 診 佐伯和彦 西村　淳名部彰悟 担 当 医 小西　順

̶̶̶糖尿病内科 中村　達
（初診のみ）

中村　達中村　達 中村　達 中村　達中村　達
（予約）

中村　達
（予約）

ペースメーカー外来
松尾直朗

（偶数週）（予約）
村上周平

（奇数週）（予約）

村上周平
（予約）

發知淳子
（予約）

松尾直朗梶谷昌史 鈴木秀行 鈴木秀行 ̶ ̶梶谷昌史午前再診 8:30～11:00

8:30～11:00午前紹 介　　
初診のみ ̶ ̶̶ 梶谷昌史發知淳子松尾直朗 ̶ 村上周平鈴木秀行 ̶

̶̶̶腎 臓 内 科 堀元直哉堀元直哉 堀元直哉 金尾浩一郎 堀元直哉
（予約）

堀元直哉
（予約）

C A P D 外来
堀元直哉

（予約）

外 科 午前 8:30～11:00 ̶福原哲治小西祐輔 中川和彦 ̶
佐伯英行
中川和彦
赤本伸太郎

̶小西祐輔
（予約）

中川和彦
（予約）

̶

乳腺甲状腺
エコー外来 月・火

※完全予約制です。原則として院内紹介となるため、事前に他の診療科の診察が必要となります。

甲状腺エコー外来
（予約）

̶ ̶ ̶ ̶ ̶乳腺エコー外来
（予約）

̶ ̶̶

乳腺外来 午前 火・水 8:30～11:00 ̶ 杉森和加奈 杉森和加奈 ̶ ̶ ̶̶ ̶̶ ̶

初診
再診

午後

月・水・金
火・木
金

8:30～11:00
8:30～12:00
8:30～11:00

  2:00～  3:30 ※火曜日および木曜日の午前は手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等でお問い合わせください。

̶ ̶ ̶担 当 医
東　久登
服部靖彦

東　久登
服部靖彦

西本　健
岡﨑洋介担 当 医̶ 西本　健

脳 神 経 外 科

午前
午後

8:30～12:00
  4:00～  5:00

近藤厚敏近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏 近藤厚敏̶ ̶皮 膚 科

整 形 外 科
8:30～11:00

  4:00～  5:00
午前

月・火・木午後

小澤正嗣
上甲良二
平中孝明

妹尾則孝
スポーツ膝外来
田中孝明
第１月曜（予約）

上甲良二
スポーツ・上肢外来
島村安則
第２火曜（予約）

̶小澤正嗣塩崎泰之
脊椎外来（予約）

妹尾則孝小澤正嗣 上甲良二 妹尾則孝
上甲良二

（予約）
小澤正嗣

（予約）
妹尾則孝

（予約）
妹尾則孝

（予約）

※手術のため、診察できない場合がございます。あらかじめ電話等でお問い合わせください。

形 成 外 科
午前 8:30～11:30
午後 2:00～  4:00 ※水曜日の午前中は再診予約のみとなります。あらかじめ電話等でお問い合わせください。

̶ ̶̶安井史明 安井史明長谷川雄大 安井史明̶ ̶安井史明
（予約）

神 経 内 科 ̶ 宮上紀之
（予約）

宮上紀之
（予約）

̶̶̶̶ ̶ ̶̶
※新規患者の受入は紹介のみで、再診は予約制です。詳しくは電話等でお問い合わせください。

午前
午後 月・水・金

火

8:30～11:00
  2:00～  4:00
  2:00～  4:30

小 児 科
乳児健診

（予約）
阿部孝典

予防接種
（予約）

阿部孝典
阿部孝典

予防接種
（予約）

阿部孝典
こころと発達外来

（予約）

阿部孝典 阿部孝典阿部孝典 予防接種
（予約）

乳児健診
（予約）

阿部孝典
阿部孝典

※乳児健診、予防接種、こころと発達外来は事前予約制です。詳しくは病院ホームページをご覧ください。

̶̶消化器内科初診 松原　稔 大宮久美子 山本瑛哲竹井大介野﨑加那子 ̶ ̶̶

リウマチ・膠原病外来 ̶ ̶̶̶ ̶ ̶ ̶ ̶
松本佳則
（第2金曜日）
佐田憲映
（第4金曜日）

松本佳則
（第2金曜日）
佐田憲映
（第4金曜日）

※非常勤医師による診察のため、診療日を変更する場合がございます。あらかじめ電話等でお問い合わせください。

内分泌外来 ̶松浦文三
（第１・第３金曜日）

̶ ̶ ̶̶ ̶ ̶ ̶ ̶
※非常勤医師による診察のため、診療日を変更する場合がございます。あらかじめ電話等でお問い合わせください。
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日の出　写真：編集委員

理 念
信頼される質の高い医療と福祉を提供し地域社会に貢献します

4-5認定看護師を紹介します！

5第53回 おしごと拝見 職場のわ 経理課
 経理課 福 岡 逸 昌

インフルエンザワクチン接種のご案内
季節のレシピ

7

お仕事紹介 リハビリテーション PART１
「総合部門（急性期）リハビリテーション」について

 リハビリテーション部 理学療法士 村 上 正 佳

62-3新年のご挨拶
 理事長・院長・医療支援部長 鈴 木 誠 祐

C O N T E N T S

行 動 指 針
医学知識・技術の研鑽につとめ高度な医療を安全に提供します
患者さんの立場にたった優しい医療を目指します
地域中核病院として地域医療を支えます

１
２
３

NO.

住友別子病院ニュース住友別子病院ニュース

奇数月１日発行

救急指定病院

地域がん診療連携拠点病院

医師臨床研修指定病院



　あけましておめでとうございます。旧年中は医
療法人住友別子病院に対して、格別のご厚誼を賜
り、誠にありがとうございました。本年もよろしく
お願い申し上げます。
　一昨年に引き続き昨年もコロナ禍にあって、感染
対策に明け暮れた大変な一年でした。
　第五波が押し寄せて全国的に医療がひっ迫して深刻な事
態となりました。全国的に落ち着いてきたにもかかわらず、新居
浜地区においては予断を許さない状況が続いた時期もありました。
　当院でも入院患者さん・職員の感染が認められましたが、感染拡大
することなく封じ込めることができました。まだ、本年もコロナ禍が続くこ
とが懸念され、新居浜地区の医療機関が一体となってこの事態に対応すること

が求められています。当院も当地域の医療機関としてできる限りの協
力をしていきたいと思っています。
　感染拡大が続くと医療がひっ迫して救える命も救えなくなるおそれが
あります。皆さんもどうか感染対策を徹底して、自分や大切な人の命を
守る行動をお願いいたします。
　さて、2018年３月にグランドオープンした新病院での診療も軌道に
乗り、外来および入院患者さんともに大きく増えてきています。また、
DSA棟の新設以降、循環器疾患の緊急カテーテル治療や不整脈に対す
るカテーテルアブレーション治療も順調に症例を重ねております。
　さらに2018年より導入した内視鏡手術支援機器（いわゆるダビン
チ）も泌尿器科・外科領域で件数を伸ばしており、上部消化管領域（胃が
ん）にも適応を拡大しました。病院全体の手術件数も順調に増加してい
ます。また、内科系・外科系の医師が同時当直するよう救急体制の充実
を図り、年間2,000件を超える救急搬送件数に対応しております。さら
に昨年10月に緩和病棟を開設し、がん診療連携拠点病院としての責務
を果たせるように努めているところです。

　新病院ができて喜ばしいことは、若手医師
が来てくれるようになったことです。ここ10
年来医師不足にあえいでおりましたが、新病
院開設以降、若手医師が毎年来てくれるよう
になり、病院に活気が出てきました。
　現在、初期研修医５名、専攻医（後期研修
医）４名が在籍しており、この地区に若い医師
が集まる礎となるようにと願っています。当院
としてはこれからも医師をはじめとする医療ス
タッフの充実に努め、新しい設備・施設の充
分な活用をはかりたいと思っています。
　当面はがん診療・急性期医療・回復期リハビリ
テーションを３つの柱として質の高い医療を提供するこ
とで、新居浜・西条医療圏を含む東予地域の医療に貢献して
いく所存です。また、併設する介護老人保健施設「王子苑」と協力し、高齢者が安心して地
域で生活できるよう支援していきたいと考えています。
　一方で、この地域における医療の動向に目を向けますと、医師不足・医師の高齢化は深
刻な状況に変わりなく、油断すれば先行きが不安視される医師不足の状況に陥りかねませ
ん。また、看護師不足も診療の足かせとなっています。行政・医療機関・市民が一体となっ
て若い医師・看護師をはじめとする医療スタッフがぜひとも新居浜で働きたいと思える環境
を整備するとともに、当地域の医療機関がお互いに協力し合って、地域医療を守っていくこ
とが重要です。住友別子病院は、医療と福祉の連携と機能分化の要として、地域のニーズ
に対応できるよう引き続き努力してまいりたいと思います。
　しかしながら、限られた医療資源を地域の皆様とともに守っていかなければ地域医療は
崩壊します。以下のことは地域医療を守るために不可欠と考えられますので、ご理解、ご
協力くださいますようお願いします。

● お住まいの地域にかかりつけ医をもつ。
　気になることがあれば、まず、かかりつけ医に相談して二次・三次医療を担う急性
期病院受診の際には紹介状を持参する。

● コンビニ受診（自分の都合で時間外に受診すること）を控える。
● ドクターショッピング（症状が改善しないと感じる場合や症状が改善しても心配である
ために受診する病院を次々に変えること）をしない。

● 診療機能に応じた医療連携に協力する。
　例えば急性期の医療を終えれば、回復期医療・リハビリの出来る施設に転院し、リ
ハビリが終われば療養型の病院・施設・在宅医療に移行する。

● 一次・二次・三次救急の機能区分に沿った救急体制を理解し、協力する。

　医療法人住友別子病院は地域の医療機関の皆様方とともに新居浜市
のみならず東予地域の医療・福祉を支えていきたいと存じますので、
本年もご協力・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

専　門 消化器内科

出身大学 岡山大学（昭和58年卒）

職 歴 昭和58年　住友別子病院

学位・表彰 医学博士
『大腸腺腫からの発癌過程における核DNA量の解析』
岡山大学医学部第一内科同門会奨励賞

資格・認定 岡山大学医学部臨床教授・愛媛大学医学部臨床教授
日本消化器内視鏡学会社団評議員
日本消化器内視鏡学会四国支部幹事
日本消化器内視鏡学会指導医・日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器病学会評議員・日本消化器病学会四国支部幹事
日本消化器病学会指導医・日本消化器病学会専門医
四病院団体協議会認定医療安全管理者
日本がん治療認定医機構暫定教育医
日本内科学会指導医・日本内科学会認定医

すず き せい ゆう

鈴 木 誠 祐
理事長・院長・医療支援部長新

年
の
ご
挨
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　あけましておめでとうございます。旧年中は医
療法人住友別子病院に対して、格別のご厚誼を賜
り、誠にありがとうございました。本年もよろしく
お願い申し上げます。
　一昨年に引き続き昨年もコロナ禍にあって、感染
対策に明け暮れた大変な一年でした。
　第五波が押し寄せて全国的に医療がひっ迫して深刻な事
態となりました。全国的に落ち着いてきたにもかかわらず、新居
浜地区においては予断を許さない状況が続いた時期もありました。
　当院でも入院患者さん・職員の感染が認められましたが、感染拡大
することなく封じ込めることができました。まだ、本年もコロナ禍が続くこ
とが懸念され、新居浜地区の医療機関が一体となってこの事態に対応すること

が求められています。当院も当地域の医療機関としてできる限りの協
力をしていきたいと思っています。
　感染拡大が続くと医療がひっ迫して救える命も救えなくなるおそれが
あります。皆さんもどうか感染対策を徹底して、自分や大切な人の命を
守る行動をお願いいたします。
　さて、2018年３月にグランドオープンした新病院での診療も軌道に
乗り、外来および入院患者さんともに大きく増えてきています。また、
DSA棟の新設以降、循環器疾患の緊急カテーテル治療や不整脈に対す
るカテーテルアブレーション治療も順調に症例を重ねております。
　さらに2018年より導入した内視鏡手術支援機器（いわゆるダビン
チ）も泌尿器科・外科領域で件数を伸ばしており、上部消化管領域（胃が
ん）にも適応を拡大しました。病院全体の手術件数も順調に増加してい
ます。また、内科系・外科系の医師が同時当直するよう救急体制の充実
を図り、年間2,000件を超える救急搬送件数に対応しております。さら
に昨年10月に緩和病棟を開設し、がん診療連携拠点病院としての責務
を果たせるように努めているところです。

　新病院ができて喜ばしいことは、若手医師
が来てくれるようになったことです。ここ10
年来医師不足にあえいでおりましたが、新病
院開設以降、若手医師が毎年来てくれるよう
になり、病院に活気が出てきました。
　現在、初期研修医５名、専攻医（後期研修
医）４名が在籍しており、この地区に若い医師
が集まる礎となるようにと願っています。当院
としてはこれからも医師をはじめとする医療ス
タッフの充実に努め、新しい設備・施設の充
分な活用をはかりたいと思っています。
　当面はがん診療・急性期医療・回復期リハビリ
テーションを３つの柱として質の高い医療を提供するこ
とで、新居浜・西条医療圏を含む東予地域の医療に貢献して
いく所存です。また、併設する介護老人保健施設「王子苑」と協力し、高齢者が安心して地
域で生活できるよう支援していきたいと考えています。
　一方で、この地域における医療の動向に目を向けますと、医師不足・医師の高齢化は深
刻な状況に変わりなく、油断すれば先行きが不安視される医師不足の状況に陥りかねませ
ん。また、看護師不足も診療の足かせとなっています。行政・医療機関・市民が一体となっ
て若い医師・看護師をはじめとする医療スタッフがぜひとも新居浜で働きたいと思える環境
を整備するとともに、当地域の医療機関がお互いに協力し合って、地域医療を守っていくこ
とが重要です。住友別子病院は、医療と福祉の連携と機能分化の要として、地域のニーズ
に対応できるよう引き続き努力してまいりたいと思います。
　しかしながら、限られた医療資源を地域の皆様とともに守っていかなければ地域医療は
崩壊します。以下のことは地域医療を守るために不可欠と考えられますので、ご理解、ご
協力くださいますようお願いします。

● お住まいの地域にかかりつけ医をもつ。
　気になることがあれば、まず、かかりつけ医に相談して二次・三次医療を担う急性
期病院受診の際には紹介状を持参する。

● コンビニ受診（自分の都合で時間外に受診すること）を控える。
● ドクターショッピング（症状が改善しないと感じる場合や症状が改善しても心配である
ために受診する病院を次々に変えること）をしない。

● 診療機能に応じた医療連携に協力する。
　例えば急性期の医療を終えれば、回復期医療・リハビリの出来る施設に転院し、リ
ハビリが終われば療養型の病院・施設・在宅医療に移行する。

● 一次・二次・三次救急の機能区分に沿った救急体制を理解し、協力する。

　医療法人住友別子病院は地域の医療機関の皆様方とともに新居浜市
のみならず東予地域の医療・福祉を支えていきたいと存じますので、
本年もご協力・ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
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